
ている既報 2, 3）において妥当性評価基準を満たした化合物数
は、キャベツで 245 化合物、みず菜で 248 化合物のため、今
回検討した LC-MS/MS 単独の分析方法では既報 2, 3）で妥当
性を確認している化合物数の約 8 割程度の残留農薬検査が可
能であることが示唆された。この結果から、通知法上の GC-
MS/MS 分析対象化合物の多くが、LC-MS/MS でも分析可
能であることがわかり、GC-MS/MS でなければ分析できな
い農薬が一定数あるものの、本法はヘリウム供給のさらなる
ひっ迫や供給停止などにより GC-MS/MS が使用できない場
合の代替測定法として用いることが可能であり、ヘリウム供
給不足対策の一つとして有効であると考えられる。今後の課
題は、食品中に残留する農薬等に関する試験法の妥当性評価
ガイドライン（厚生労働省通知 . 平成 22 年 12 月 24 日 . 食安
発 1224 第 1 号）に基づき、妥当性評価試験を行い、結果の
再現性や信頼性について確認することである。
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名神高速道路の交通量と大山崎局の大気中窒素酸化物濃度の
コロナ禍における変動

内野　有紀　　高倉　尚枝　　土田　貴正

Changes in Traffi c and Atomospheric Nitrogen Oxide Concentrations
during the COVID-19 Pandemic

Yuuki UCHINO    Naoe TAKAKURA    Takamasa TSUCHIDA

要　旨
　京都府内で最も交通量の多い名神高速道路の交通量とその近傍にある大山崎局における窒素酸化物（NOx）
濃度の変動について、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡大によって交通量の変化のあった、2020 年
3 月から 2023 年 5 月 7 日までの期間を COVID-19 拡大前（2019 年）と比較した。交通量は 2020 年 3 月から 5
月にかけて最も大きく減少し、2020 年ゴールデンウィークの交通量は 2019 年同時期と比較して 42％まで減少
したが、期間が経過するにつれて、新規陽性者数が増加しても交通量の減少幅は小さくなり、2022 年 12 月以降
は COVID-19 拡大前と同程度の交通量に回復した。一方、2020 年ゴールデンウィークにおいて名神高速道路の
交通量が 2019 年同時期の半分以下になっても、自動車を排出源の一つとする NOx 濃度については、2019 年同
時期と同程度であり、減少は認められなかった。また、交通量の増減によらず、各年の 12 月から 2 月において
2019 年同時期と比較して特に大きく減少する傾向があった。さらに、各年の年末年始に相当する期間は前後の
期間と比較して、NOx 濃度が大きく減少していた。以上のことから、調査対象とした 2020 年 3 月から 2023 年
5 月において、COVID-19 の拡大による名神高速道路の交通量の変化が、その近傍にある大山崎局の NOx 濃度
に与える影響は小さいことが示唆された。大山崎局の近傍には鉄道や国道、工場も存在することから、NOx 濃
度は名神高速道路以外のその他の発生源の影響をより強く受けていると考えられる。今後は、その他の発生源の
推定のために高濃度時の風向・風速の解析を進めるとともに、NOx 濃度が冬季（特に年末年始）に大きく減少
する要因の解明が望まれる。

キーワード：新型コロナウイルス感染症、窒素酸化物、大気汚染、自動車排気ガス
Keywords：Novel coronavirus disease 2019, Nitrogen oxide, Air Pollution, Automobile Exhaust

はじめに

　大気汚染物質である窒素酸化物（以下、「NOx」という。）
は、主に物の燃焼に伴って発生し、発生源には工場等の固定
発生源と自動車等の移動発生源がある。大阪府自動車排出窒
素酸化物及び自動車排出粒子状物質総量削減計画〔第 4 次〕

（ 令 和 6 年 3 月　 大 阪 府 ）（https://www.pref.osaka.lg.jp/
documents/1039/4keikakuzenbunn.pdf）によると、自動車
からの窒素酸化物排出量は全体の 46% を占め、自動車排出
ガス測定局ではその割合が 80％に増加するとされている。
NOx は、光化学スモッグ、酸性雨などを引き起こす原因物
質となり、特に環境基準が設定されている二酸化窒素は、高
濃度で呼吸器官に悪影響を及ぼす。
　2019 年 12 月に中華人民共和国湖北省武漢市で発生した新
型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的な流行によ
り、中国をはじめ、日本においても社会経済活動が大きく
制限された。ウイルス拡散防止のために世界規模で実施さ
れたロックダウンにより、大気中の NOx の排出量は、2020
年 4 月から 5 月にかけて、地球全体で少なくとも 15％、欧

州や北米では 18 ～ 25％減少したと推計されている 1）。日本
国内においても、最も社会経済活動の制限が大きかった 1 回
目の緊急事態宣言の発出期間中における交通量の減少によ
り、大気中 NOx 濃度が低減したことが報告されている 2-4）。
当所では、高倉ら 5）が 2020 年（1 月から 12 月）と過去 5 年

（2015 年から 2019 年まで）の大気汚染物質濃度を比較して
いるが、2020 年 1 月から 2 月に NOx 濃度が低下した主な要
因は自動車からの排出量の減少によるものではなく、記録的
な暖冬など気象条件が影響したものと考えられることを報告
している。そこで本報では、名神高速道路の交通量と自動車
を排出源の一つとする NOx 濃度の変動との関係について、
COVID-19 の第 1 波から 5 類感染症移行まで（2020 年 3 月 1
日から 2023 年 5 月 7 日）を調査期間として、COVID-19 拡
大前（2019 年）と比較検討を行ったので報告する。

調査方法

１．調査地点及び調査項目
　調査地点は大気汚染常時監視測定局である大山崎局（一般
大気環境測定局）とした（図 1）。名神高速道路大山崎ジャ
ンクション（JCT）から北北東 300 m に大山崎局が位置する。
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また、国道 171 号国道五条本交差点から北北西 400 m に大
山崎局が位置する。その他周辺には、JR 京都線、東海道新
幹線、阪急京都線がある。
　調査項目は窒素酸化物（一酸化窒素と二酸化窒素を合計
したもの）とし、紀本電子工業㈱製窒素酸化物自動計測器
NA-721 を用い、JIS B 7953 に規定する化学発光法により 24
時間連続測定したデータを、京都府大気常時監視テレメータ
システムから収集した。

２．交通量
　国土交通省が公開している「全国・主要都市圏における高
速道路・主要国道の主な区間の交通量増減」（https://www.
mlit.go.jp/road/road_fr4_000090.html）から、調査地点近傍
にある「大山崎 JCT ～高槻 JCT」間の 7 日間毎（日曜～土
曜。ただし、年末年始、ゴールデンウィーク、お盆及びシル
バーウィークに相当する期間はその日数）の日平均交通量対
2019 年比を使用した。交通量はトラフィックカウンターに
より計測され、小型車は車長 5.5 m 未満、大型車は車長 5.5 
m 以上として区別されている。なお、2020 年 5 月 17 日から
2020 年 6 月 13 日までの期間は名神高速道路の集中工事のた

め欠測であった。

３．新型コロナウイルス新規陽性者数
　厚生労働省が公開している「データからわかる－新型コロ
ナウイルス感染症情報－」（https://covid19.mhlw.go.jp/）か
ら、日別の京都府の新型コロナウイルス新規陽性者数（以下、

「新規陽性者数」という。）を使用した。

４．調査期間
　2020 年 3 月 1 日から 2023 年 5 月 7 日までを調査期間とし、
交通量の集計期間に対応した日数毎に、新規陽性者数は合計
値、NOx 濃度は期間平均値を算出した。NOx 濃度の比較対
象には、2019 年 1 月 5 日から 2020 年 1 月 4 日のデータを用
いた。
　厚生労働省の COVID-19 の流行波の定義（https://www.
mhlw.go.jp/content/10900000/001088930.pdf）を参考に調査
期間を 8 期間に区分した（表 1）。
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図1

大山崎局

東海道新幹線

国道 号

京都線

交通量計測区間

（名神高速道路）

阪急京都線

図 1．窒素酸化物（NOx）濃度を測定した大山崎局の位置とその周辺環境

流行波 始 終
まん延防止等重点措置

適用期間
緊急事態宣言発出期間

第1波 2020/4/16から2020/5/21まで

第2波

第3波 2021/1/14から2021/2/28まで

第4波 2021/4/12から2021/4/24まで 2021/4/25から2021/6/20まで

第5波
2021/6/21から2021/7/11まで
2021/8/2から2021/8/19まで

2021/8/20から2021/9/30まで

第6波 2022/1/27から2022/3/21まで

第7波

第8波

表1．調査期間を新型コロナウイルス感染症の流行波毎に８つに区分し、交通量と窒素酸化物の関係について
それぞれ2019年と比較検討を行った。

表 1． 調査期間を新型コロナウイルス感染症の流行波毎に８つに区分し、交通量と窒素酸化物の関係について
それぞれ 2019 年と比較検討を行った。
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表 1． 調査期間を新型コロナウイルス感染症の流行波毎に８つに区分し、交通量と窒素酸化物の関係について
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結　果

１．第1波（2020年 3月 1日から2020年 6月 13日まで）
　日平均交通量対 2019 年比と新規陽性者数の変動を図 2（1）
に、NOx 濃度の変化（比較対象として 2019 年同時期のデー

タ）を図 2（2）に示す。日平均交通量対 2019 年比は全期間
の中で当該期間において最も大きな減少がみられ、2020 年 3
月 29 日からの 7 日間以降、新規陽性者数が増加すると小型
車及び全体の日平均交通量対 2019 年比は徐々に減少し、ゴー
ルデンウィークに相当する期間（4月 25日から5月 6日まで）
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図２． 第 1波（2020 年 3月 1日から 2020 年 6月 13 日まで）の（1）日平均交通量対 2019 年比と新規陽性者数の推移、
（2）NOx 濃度期間平均値の推移。
上部実線矢印は緊急事態宣言発出期間を示す。
＊： 年末年始、ゴールデンウィーク、お盆、シルバーウィークとその前後の週は集計日数が 7日間ではない。
§：名神高速道路集中工事による通行止めのため欠測となった期間。

図３． 第 2波から第 3波（2020 年 6月 14 日から 2021 年 2月 27 日まで）の（1）日平均交通量対 2019 年比と新規陽
性者数の推移、（2）NOx 濃度期間平均値の推移。
図中の矢印、記号が意味するものは図 2と同じ。



は対 2019 年比で小型車 31％、全体 42％となった。一方、大
型車の日平均交通量は新規陽性者数が増加しても対 2019 年
比で 90％前後を推移し、ゴールデンウィークに相当する期
間は 109％となった。
　2019 年同時期と比較して交通量が半分以下になっても、
自動車を排出源の一つとする NOx 濃度については、2019 年
同時期と同程度であった。

２． 第 2 波から第 3 波（2020 年 6 月 14 日から 2021 年
2月 27 日まで）

　日平均交通量対 2019 年比と新規陽性者数の変動を図 3（1）
に、NOx 濃度の変化（比較対象として 2019 年同時期のデー
タ）を図 3（2）に示す。
　日平均交通量対 2019 年比について第 2 波から第 3 波にか
けては、第 1 波のような大きな減少は見られず、安定して推
移した。新規陽性者数が減少傾向にあったシルバーウィーク
に相当する期間（2020 年 9 月 19 日から 9 月 22 日まで）は
前後の週よりも交通量の増加傾向が、新規陽性者数が増加傾
向にあった年末年始に相当する期間（2020 年 12 月 26 日か
ら 2021 年 1 月 3 日まで）は前後の週よりも減少傾向が見ら
れた。
　一方、NOx 濃度は交通量の増減によらず、6 月から 11 月
は 2019 年同時期と同程度であったが、12 月から 2 月にか
けては 2019 年同時期と比較して大幅な減少が確認された。
NOx 濃度対 2019 年比の最小は 36％（2020 年 12 月 13 日か
ら 12 月 19 日）であった。また、年末年始に相当する期間に
ついては 2019 年、2020 年ともに前後の週から大きく減少（前

後のうち高い期間との比は 2019 年 52％、2020 年 31％）す
ることが確認された。

３． 第 4 波から第 5 波（2021 年 2 月 28 日から 2021 年
11 月 27 日まで）

　日平均交通量対 2019 年比と新規陽性者数の変動を図 4（1）
に、NOx 濃度の変化（比較対象として 2019 年同時期のデー
タ）を図 4（2）に示す。
　第 4 波から第 5 波にかけては、新規陽性者数の増加に伴い
小型車及び全体の日平均交通量対 2019 年比も大きく減少し、
第 4 波の最低値は第 1 波に次いで低くなった（小型車 56％、
全体 63％）。なお、2021 年 5 月 30 日から 6 月 12 日の 2 週は、
2019 年同時期に名神高速道路の集中工事で車線規制が行わ
れ交通量が減少したため、相対的に日平均交通量対 2019 年
比が大きくなっている。
　一方、NOx 濃度は交通量の増減によらず、期間全体（3
月から 11 月）で 2019 年同時期と同程度であった。

４． 第 6波から第 7波（2021 年 11 月 28 日から 2022 年
10 月 8日まで）

　日平均交通量対 2019 年比と新規陽性者数の変動を図 5（1）
に、NOx 濃度の変化（比較対象として 2019 年同時期のデー
タ）を図 5（2）に示す。
　第 6 波から第 7 波にかけては、1 日あたりの新規陽性者数
が 1,000 人を超えるようになったものの、新規陽性者数の増
加傾向に応じた交通量の大きな減少はみられなくなった。特
に第 7 波は全期間の中で最も新規陽性者数が多かったが、お
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図４． 第 4 波から第 5波（2021 年 2 月 28 日から 2021 年 11 月 27 日まで）の（1）日平均交通量対 2019 年比と新規
陽性者数の推移、（2）NOx 濃度期間平均値の推移。
上部点線矢印はまん延防止等重点措置適用期間を示す。
¶： 交通量の比較対象となる 2019 年同時期において名神高速道路集中工事のため夜間通行止めや車線規制が行われた期間。
§： 名神高速道路集中工事による通行止めのため交通規制が行われた期間。その他、図中の矢印、記号が意味するものは図 2
と同じ。



は対 2019 年比で小型車 31％、全体 42％となった。一方、大
型車の日平均交通量は新規陽性者数が増加しても対 2019 年
比で 90％前後を推移し、ゴールデンウィークに相当する期
間は 109％となった。
　2019 年同時期と比較して交通量が半分以下になっても、
自動車を排出源の一つとする NOx 濃度については、2019 年
同時期と同程度であった。

２． 第 2 波から第 3 波（2020 年 6 月 14 日から 2021 年
2月 27 日まで）

　日平均交通量対 2019 年比と新規陽性者数の変動を図 3（1）
に、NOx 濃度の変化（比較対象として 2019 年同時期のデー
タ）を図 3（2）に示す。
　日平均交通量対 2019 年比について第 2 波から第 3 波にか
けては、第 1 波のような大きな減少は見られず、安定して推
移した。新規陽性者数が減少傾向にあったシルバーウィーク
に相当する期間（2020 年 9 月 19 日から 9 月 22 日まで）は
前後の週よりも交通量の増加傾向が、新規陽性者数が増加傾
向にあった年末年始に相当する期間（2020 年 12 月 26 日か
ら 2021 年 1 月 3 日まで）は前後の週よりも減少傾向が見ら
れた。
　一方、NOx 濃度は交通量の増減によらず、6 月から 11 月
は 2019 年同時期と同程度であったが、12 月から 2 月にか
けては 2019 年同時期と比較して大幅な減少が確認された。
NOx 濃度対 2019 年比の最小は 36％（2020 年 12 月 13 日か
ら 12 月 19 日）であった。また、年末年始に相当する期間に
ついては 2019 年、2020 年ともに前後の週から大きく減少（前

後のうち高い期間との比は 2019 年 52％、2020 年 31％）す
ることが確認された。

３． 第 4 波から第 5 波（2021 年 2 月 28 日から 2021 年
11 月 27 日まで）

　日平均交通量対 2019 年比と新規陽性者数の変動を図 4（1）
に、NOx 濃度の変化（比較対象として 2019 年同時期のデー
タ）を図 4（2）に示す。
　第 4 波から第 5 波にかけては、新規陽性者数の増加に伴い
小型車及び全体の日平均交通量対 2019 年比も大きく減少し、
第 4 波の最低値は第 1 波に次いで低くなった（小型車 56％、
全体 63％）。なお、2021 年 5 月 30 日から 6 月 12 日の 2 週は、
2019 年同時期に名神高速道路の集中工事で車線規制が行わ
れ交通量が減少したため、相対的に日平均交通量対 2019 年
比が大きくなっている。
　一方、NOx 濃度は交通量の増減によらず、期間全体（3
月から 11 月）で 2019 年同時期と同程度であった。

４． 第 6波から第 7波（2021 年 11 月 28 日から 2022 年
10 月 8日まで）

　日平均交通量対 2019 年比と新規陽性者数の変動を図 5（1）
に、NOx 濃度の変化（比較対象として 2019 年同時期のデー
タ）を図 5（2）に示す。
　第 6 波から第 7 波にかけては、1 日あたりの新規陽性者数
が 1,000 人を超えるようになったものの、新規陽性者数の増
加傾向に応じた交通量の大きな減少はみられなくなった。特
に第 7 波は全期間の中で最も新規陽性者数が多かったが、お
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図４． 第 4 波から第 5波（2021 年 2 月 28 日から 2021 年 11 月 27 日まで）の（1）日平均交通量対 2019 年比と新規
陽性者数の推移、（2）NOx 濃度期間平均値の推移。
上部点線矢印はまん延防止等重点措置適用期間を示す。
¶： 交通量の比較対象となる 2019 年同時期において名神高速道路集中工事のため夜間通行止めや車線規制が行われた期間。
§： 名神高速道路集中工事による通行止めのため交通規制が行われた期間。その他、図中の矢印、記号が意味するものは図 2
と同じ。

盆に相当する期間（2022 年 8 月 10 日から 8 月 16 日まで）
の日平均交通量対 2019 年比は小型車、大型車、全体で全て
96％であり、COVID-19 拡大前の交通量に回復した。なお、
2022 年 5 月 29 日から 6 月 11 日の 2 週は、2019 年同時期に
名神高速道路の集中工事で車線規制が行われ交通量が減少し

たため、相対的に対 2019 年比が大きくなっている。
　一方、NOx 濃度は交通量の増減によらず、3 月から 9 月
は 2019 年同時期と同程度であったが、12 月から 2 月にか
けては 2019 年同時期と比較して大幅な減少が確認された。
NOX 濃度対 2019 年比の最小は 55％（2021 年 12 月 12 日か
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図５． 第 6 波から第 7波（2021 年 11 月 28 日から 2022 年 10 月 8 日まで）の（1）日平均交通量対 2019 年比と新規
陽性者数の推移、（2）NOx 濃度期間平均値の推移。
図中の矢印、記号が意味するものは図 2及び図 4と同じ。
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図６． 第 8波（2022 年 10 月 9日から 2023 年 5月 7日まで）の（1）日平均交通量対 2019 年比と新規陽性者数の推移、
（2）NOx 濃度期間平均値の推移。
図中の記号が意味するものは図 2と同じ。



ら 12 月 18 日）であった。また、年末年始に相当する期間に
ついては 2019 年、2020 年と同じく前後の週から大きく減少

（前後のうち高い期間との比は 48％）することが確認された。

５．第8波（2022年 10月 9日から2023年 5月 7日まで）
　日平均交通量対 2019 年比と新規陽性者数の変動を図 6（1）
に、NOx 濃度の変化（比較対象として 2019 年同時期のデー
タ）を図 6（2）に示す。
　第 8 波の 2022 年 11 月 20 日以降は、新規陽性者数が増加
傾向にあっても日平均交通量対 2019 年比はおおむね 90％以
上が維持されていた。
　一方、交通量は COVID-19 拡大前と同程度になったが、
NOx 濃度は 12 月から 2 月にかけて 2019 年同時期と比較し
て大幅な減少が確認された。NOX 濃度対 2019 年比の最小は
46％（2022 年 12 月 4 日から 12 月 7 日及び 12 月 18 日から
12 月 27 日）であった。また、年末年始に相当する期間につ
いては 2019 年から 2021 年と同じく前後の週から大きく減少

（前後のうち高い期間との比は 50％）することが確認された。

考　察

　新規陽性者数と交通量の関係について、2020 年 3 月から
5 月にかけて新規陽性者数が増加するにつれ、交通量は全
期間の中で最も大きく減少し、2020 年ゴールデンウィーク
の交通量は 2019 年同時期と比較して 42％まで減少した。し
かしながら、期間が経過するにつれて、新規陽性者数が増
加しても交通量の減少幅は小さくなり、2022 年 12 月以降は
COVID-19 拡大前と同程度の交通量に回復した。第 1 波から
第 5 波までは新規陽性者数の増減の傾向に応じて、外出自粛
をするか否かを判断する傾向があったが、期間が経過するに
つれて外出自粛の意識が薄れ、第 8 波では外出自粛の意識が
ほぼなくなったことが反映された結果と考えられる。
　続いて交通量と NOx 濃度の関係について、結果として、
交通量が 2019 年の同時期と比較して 50％以上の減少が認め
られたのは第 1 波だけであり、交通量は半減したが、NOx
濃度の減少はほとんど認められなかった。NOx 濃度の顕著
な減少が認められたのは各年の 12 月から 2 月だけであった
が、その時期の交通量は 2019 年の同時期と比較しても、第
1 波のような大きな減少は認められなかった。
　以上のことから、2020 年の COVID-19 拡大により社会経
済活動が停滞し、名神高速道路の交通量が減少し、その後
2023 年の 5 類感染症移行に向けて回復したものの、期間全
体を通してその近傍にある大山崎局の NOx 濃度への影響は
小さいことが示唆された。本検討結果は大山崎局のみの結果
であるが、NOx 濃度が高速道路以外の発生源の影響をより

強く受けていることが考えられ、高倉らの報告 5）を支持す
る結果であった。一方、本検討結果は緊急事態宣言の発出等
による社会経済活動の制限に伴い、交通量が減少し NOx 濃
度が低下したとする他府県の報告 2-4）とは異なる結果となり、
交通量の変化が NOx 濃度に影響する度合いが測定局の周辺
環境によって大きく異なることが示唆された。
　高倉らの報告 5）の報告によると、2020 年 1 月から 2 月に
かけて NOx 濃度が低値となった主な要因は、記録的な暖冬
により放射冷却による気温逆転層が形成されにくい気象条件
であったためと推測しているが、逆に平年より低い平均気温
となった 2022 年 1 月から 2022 年 2 月（平年値に対して 0.6-
0.9℃減少 6））においても NOx 濃度の減少が確認されたこと
から、NOx 濃度は気象条件以外の影響も受けることが示唆
された。本検討の対象とした大山崎局の近傍には鉄道や国道、
工場も存在することから、NOx 濃度は名神高速道路以外の
その他の発生源の影響をより強く受けていると考えられる。
今後は、その他の発生源の推定のために高濃度時の風向・風
速の解析を進めるとともに、NOx 濃度が冬季（特に年末年始）
に大きく減少する要因の解明が望まれる。
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